
 
 

保護者の皆様へ 

 １２月６日，広島県内に「感染性胃腸炎警報」が，発令されました。 

 竹原市内でも，感染性胃腸炎やインフルエンザにかかる児童・生徒が増えてきています。 

感染拡大防止のため，学校では毎日の健康観察，手洗い・うがいの励行，咳エチケット，換気等続

けてまいりますので，ご家庭でもお子様の健康管理をよろしくお願いいたします。 

 

ノロウイルスが原因とされる「感染性胃腸炎」について 

おもな症状は，おう吐，下痢，発熱などで一般的には１～２日で症状は軽快します。

しかし，症状が治まっても，ノロウイルスは１週間は体内に残るといいます。 

 

○感染性胃腸炎のおもな症状 

 発熱・下痢・おう吐・腹痛など 

○原因 

細菌（病原性大腸菌など），ウイルス（ノロウイルス，ロタウイルスなど），寄生虫などが病原体 

○感染経路 

 汚染された水，貝類など食品から感染します。 

患者の便やおう吐物が触れた手や食べ物を介して，ヒトからヒトに二次感染します。 

 

感染性胃腸炎、家庭での注意点 
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「いってきます」の前に朝の健康観察をお願いします。 

 

☆頭痛はありませんか？    ☆目が赤くなったり，うるんでいませんか？ 

☆顔色はいいですか？     ☆食欲はありましたか？ 

☆のどは痛くないですか？咳や鼻水はでていませんか？ 

☆熱はありませんか？      ☆からだがだるいとか，寒気はありませんか？ 

☆関節が痛い・だるいということはありませんか？ 

☆トイレにいきましたか？      ☆下痢や便秘をしていませんか？ 

☆朝は気持ちよく起きられましたか？ 


